









































































































































































































































































































































































北　星　論　集（社） 　第 57 号
たのが障害のある人とその家族であった。ラ
ジオなどの聴覚情報が得られず，どこに避難
すれば良いのか分からない聴覚障害のある
人，いつも通っている道が崩れ歩行や移動に
困難を感じていた視覚障害のある人や車椅子
椅子利用の人，突然の環境の変化にパニック
になってしまった発達障害のある人，など。
誰もが自分のことを優先に考えている中で，
避難を手伝ったりしてくれる人もいないのが
現実であった。熊本地震の経験をした発達障
害のある子どもさんを持つ保護者の方が，避
難所に行っても発達障害のある子どもさんが
落ち着かず泣き叫んだり騒ぐので，避難所に
すら入れてもらえなかった，という報告も
あった（前掲3） 。
　こういったことは，昼間に大地震に見舞わ
れた大学でも人ごとではない。発達障害の一
種で相貌失認の障害を持っている学生の場
合，学内移動も基準となる地点（例えば本学
で言うなら中庭の時計など）に一度戻らない
と学内といえども他所に移動することが難し
いと言われている。もちろん慣れや環境への
適用などから改善は見られるようであるが，
それも平常時のことであり，地震等の非常時
は，そのような対応は困難を極めることにな
る。これは発達障害の一つの例であるが，今
後の課題として，大学は一般学生の誘導とあ
わせて障害のある学生達の適切な誘導や対応
など，障害特性を充分に理解した上で対応出
来るようシミュレーションや実際に動いてみ
る防火教育訓練等を積み上げる必要があるで
あろう。
　幸いにも本年から，本学でも一部の授業を
利用した臨場感のある学内での避難訓練が実
地された。とても評価できることであり，次
年度以降，障害のある学生対応の観点も盛り
込みながら，拡充していけることを願ってい
る。
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Table 2　震度7以上の主な地震
地震 発生年月日 震度
北海道胆振東部地震 2018年9月6日03時08分 7
熊本地震（前震） 2016年4月14日21時26分 7
熊本地震（本震） 2016年4月16日1時25分 7
三陸沖大地震（東日本大震災） 2011年3月11日14時46分 7
新潟中越地震 2004年10月23日17時56分 7
兵庫県南部地震（阪神淡路大震災） 1995年1月17日5時46分 7
北海道南西沖地震 1993年7月12日22時17分 5
